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壬
申
の
乱
お
よ
び
聖
武
天
皇
北
伊
勢
巡
幸
の
道
を
往
く

－
四
日
市
市
久
留
倍
遺
跡
（
朝
明
郡
衛
）
の
周
辺
－

岡

田

登

来
、
朝
明
川
下
流
左
　
（
北
）
岸
の
丘
陵
上
に

確
認
さ
れ
て
い
た
伊
坂
町
西
ケ
広
遺
跡
（
七

世
紀
末
～
八
世
紀
）
　
や
朝
日
町
縄
生
廃
寺
付

近
と
す
る
考
え
も
あ
っ
た
か
、
久
留
倍
遺
跡

の
発
掘
結
果
に
よ
っ
て
、
こ
の
遺
跡
が
朝
明

郡
衛
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

弥
生
時
代
中
期
か
ら
鎌
倉
時
代
頃
ま
で
の
遺

構
や
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

近
く
に
は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時

代
後
期
の
竪
穴
住
居
一
〇
〇
棟
以
上
が
確
認

さ
れ
た
山
奥
遺
跡
　
（
南
方
）
、
江
戸
時
代
に

銅
鐸
二
個
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
青
木

谷
遺
跡
　
（
西
側
）
、
玉
砥
石
が
採
集
さ
れ
た

は
じ
め
に

大
友
皇
子
と
大
海
人
皇
子
（
後
の
天
武
天

皇
、
以
下
「
天
武
天
皇
」
と
記
す
）
　
が
皇
位

を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
壬
申
の
乱
　
（
天
武
天
皇

元
年
壬
申
（
六
七
二
）
）
　
の
折
、
天
武
天
皇

は
の
ち
の
持
統
天
皇
と
と
も
に
、
北
伊
勢
に

東
下
向
し
、
ま
た
聖
武
天
皇
は
藤
原
広
嗣
が

九
州
で
反
乱
を
起
こ
し
た
際
（
天
平
一
二
年

（
七
四
〇
）
）
、
右
大
臣
橘
諸
兄
ほ
か
を
引
き

連
れ
関
東
（
伊
賀
－
伊
勢
↓
美
濃
↓
近
江
↓

山
城
）
　
へ
行
幸
し
、
北
伊
勢
を
通
過
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
国
家
を
左
右
す
る
重
大
な

時
期
に
、
こ
の
地
方
を
訪
れ
て
お
り
、
古
代

王
権
と
北
伊
勢
地
方
と
の
関
わ
り
を
考
え
る

上
で
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
、
国
道
一
号
線
の
バ
イ
パ
ス
工
事

に
先
立
つ
四
日
市
市
教
育
委
員
会
の
発
掘
調

査
で
確
認
さ
れ
た
朝
明
郡
衛
跡
＝
久
留
倍
遺

跡
を
中
心
に
、
両
天
皇
の
巡
幸
の
道
を
、

『
日
本
書
紀
』
・
『
続
日
本
紀
』
・
『
万
葉
集
』
の

記
事
を
参
考
に
し
な
が
ら
辿
っ
て
み
た
い
。

因
み
に
、
天
武
天
皇
は
朝
明
郡
家
に
立
ち

寄
り
、
高
市
皇
子
を
不
破
に
遣
わ
し
軍
事
を

監
せ
し
め
、
東
海
・
東
山
の
両
軍
を
発
し
、

聖
武
天
皇
は
朝
明
郡
　
（
朝
明
行
宮
・
狭
残
行

宮
）
　
で
五
泊
し
、
大
伴
家
持
は
『
万
葉
集
』

の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

朝
明
郡
と
朝
明
郡
衛

古
代
の
行
政
区
画
は
、
大
化
二
年
（
六
四

六
）
　
の
「
改
新
の
詔
」
に
よ
っ
て
成
立
し
た

が
、
改
新
の
詔
の
表
記
は
、
大
宝
元
年
（
七

〇
一
）
　
成
立
の
大
宝
律
令
文
言
の
修
飾
を
う

け
て
い
る
た
め
、
本
来
は
国
・
評
・
五
十
戸

の
と
こ
ろ
を
国
・
郡
・
里
と
記
さ
れ
て
い
る
。

朝
明
評
も
、
改
新
の
詔
に
よ
っ
て
成
立
し

た
と
考
え
ら
れ
、
飛
鳥
京
跡
か
ら
辛
巳
年

（
天
武
天
皇
一
〇
年
へ
六
八
一
）
）
　
と
記
し

た
木
簡
と
と
も
に
、
「
□
明
評
」
　
（
二
宇
目
に

明
の
字
を
用
い
る
郡
は
、
朝
明
郡
の
み
）
　
と

記
し
た
削
り
屑
が
出
土
し
て
い
る
。
朝
明
郡

は
、
東
は
伊
勢
湾
、
南
は
海
蔵
川
で
三
重
郡
、

西
は
員
弁
郡
、
北
は
員
弁
川
　
（
町
屋
川
）
　
で

桑
名
郡
に
接
し
て
い
る
。
『
倭
名
類
衆
錫
』

久
留
倍
遺
跡

四
日
市
市
大
矢
知
町
宇
久
留
倍

北
之
脇
遺
跡
（
南
西
側
）
　
な
ど
を
始
め
と
す

字
矢
内
　
　
る
弥
生
時
代
の
集
落
群
が
集
中
し
て
い
る
。

え
る
郷
名
は
、
朝
明
川
上
流
か
ら
田

杖
部
と
記
し
、
員
弁
川
下
流
右
岸
の

か
ら
、
朝
明
川
中
流
の
大
金
、
下
流
両

岸
の
豊
田
、
右
岸
か
ら
三
重
郡
の
境
ま
で
の

訓
覇
郷
へ
と
、
時
計
回
り
で
記
さ
れ
て
い
る
。

郡
家
（
郡
衛
）
　
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
従

谷
に
所
在
し
、
古
代

で
は
朝
明
郡
訓
覇
郷

に
含
ま
れ
る
。
朝
明

川
下
流
右
（
南
）
岸
の

垂
坂
丘
陵
東
端
部
に

位
置
し
、
標
高
約
三
〇

㍍
を
最
高
所
と
す
る

東
側
に
向
け
て
緩
や

か
に
傾
斜
す
る
丘
陵

斜
面
に
立
地
す
る
。

東
方
に
は
、
沖
積
低

地
な
ら
び
に
伊
勢
湾

を
挟
ん
で
、
知
多
半

島
や
濃
尾
の
山
々
、

朝
熊
山
を
は
じ
め
と

す
る
南
伊
勢
の
山
々

が
遠
望
で
き
る
大
変

見
晴
ら
し
の
良
い
所

で
あ
る
。
遺
跡
は
、

東
西
四
〇
〇
㍍
、
南

北
四
五
〇
㍍
程
の
範

囲
に
お
よ
び
、
発
掘

調
査
　
（
約
四
万
七
千

平
方
㍍
）
に
よ
っ
て
、

近
畿
文
化
　
第
6
6
6
号
　
平
成
1
7
年
5
月
1
日
発
行
　
第
3
種
郵
便
物
認
可
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近
畿
文
化
　
第
6
6
6
号
　
平
成
1
7
年
5
月
1
日
発
行
　
第
3
種
郵
便
物
認
可

古
墳
時
代
で
は
南
方
約
二
・
五
キ
ロ
に
北

伊
勢
最
大
規
模
と
推
定
さ
れ
る
前
期
前
方
後

円
墳
の
志
氏
神
社
古
墳
（
四
世
紀
代
、
前
方

部
削
平
、
後
円
部
径
三
〇
㍍
、
葺
石
、
副
葬

品
に
内
行
花
文
鏡
・
碧
玉
製
車
輪
石
・
硬
玉

製
勾
玉
・
管
玉
二
・
ガ
ラ
ス
小
玉
四
）
、
前

期
に
属
す
る
鋼
鉄
二
三
本
が
出
土
し
た
と
い

う
南
方
の
斎
宮
山
　
（
或
い
は
、
糠
塚
山
）
、

単
鳳
環
把
頭
　
（
六
世
紀
後
）
・
双
龍
環
把
頭

（
七
世
紀
初
）
　
の
飾
り
を
持
っ
た
環
頭
太
刀

二
本
が
出
土
し
た
糠
塚
山
北
西
麓
の
死
人
谷

横
穴
墓
群
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
飛
鳥
か
ら
平
安
時
代
の
古
代
の
遺

跡
は
、
遺
跡
東
側
を
走
る
県
道
員
弁
四
日
市

線
（
後
述
す
る
古
代
の
道
、
図
1
）
　
に
沿
っ

て
、
山
畑
　
（
多
量
の
緑
粕
陶
器
や
風
字
硯
を

出
土
）
・
斎
富
谷
A
・
B
、
鵜
A
・
B
な

ど
の
遺
跡
が
あ
り
、
南
方
一
・
五
㌔
の
鵜
町

に
は
平
安
時
代
前
期
に
創
建
さ
れ
た
大
膳
寺

跡
が
あ
る
。
ま
た
東
側
の
沖
積
低
地
部
に
も

下
の
宮
遺
跡
な
ど
の
弥
生
時
代
か
ら
室
町
時

代
に
か
け
て
の
遺
跡
が
あ
る
。

延
書
式
内
社
と
し
て
は
、
志
氏
神
社
・
伊

賀
留
我
神
社
・
桜
神
社
・
長
倉
神
社
な
ど
の

古
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
遺
跡
名
の
久
留
倍

は
、
『
倭
名
類
衆
錫
』
郷
名
の
「
訓
覇
笹
に

由
来
す
る
地
名
で
、
所
在
地
の
大
矢
知
は
延

文
五
年
　
（
一
三
六
〇
）
　
頃
成
立
の
『
神
風

銭
』
　
に
「
大
矢
智
御
厨
」
と
見
え
る
の
か

初
見
で
、
「
大
家
」
あ
る
い
は
「
公
」
　
の

地
、
す
な
わ
ち
郡
家
の
所
在
を
意
味
し
た
地

名
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
字
名
の
矢
内
谷
も
、

「
家
内
」
す
な
わ
ち
「
郡
家
の
内
」
を
意
味

し
た
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。

朝
明
川
流
域
に
分
布
す
る
各
郷
か
ら
、
水

運
を
利
用
し
て
租
米
を
正
倉
に
搬
入
す
る
の

に
便
利
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
三
重
郡
と

の
郡
界
か
ら
直
進
し
て
き
た
古
道
　
（
郡
家
と

郡
家
を
結
ぶ
郡
伝
路
）
　
が
多
度
方
面
と
桑
名

方
面
へ
と
分
岐
す
る
地
点
　
（
図
1
）
　
に
も
当

た
っ
て
お
り
、
郡
家
を
営
む
の
に
絶
好
の
場

所
と
い
え
る
。

な
お
、
朝
明
郡
は
、
寛
仁
元
年
（
一
〇
一

七
）
　
に
伊
勢
神
宮
へ
全
都
が
寄
進
さ
れ
神
郡

と
な
り
、
郡
内
の
神
税
は
大
矢
知
の
対
岸
に

あ
た
る
千
代
田
納
所
に
集
め
ら
れ
、
船
に
よ

っ
て
伊
勢
神
宮
へ
運
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
朝
明
川
河
口
に
は
、
大
き
く
内
陸
に
入

り
込
む
潟
　
（
朝
明
潟
）
　
が
想
定
さ
れ
、
天
然

の
良
港
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
図
1
）

こ
の
点
は
、
朝
明
郡
の
郡
司
が
船
木
氏
で
あ

っ
た
こ
と
や
、
こ
の
郡
家
で
東
海
の
軍
を
発

し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
大
伴
家
持
の
『
万
葉

集
』
　
の
歌
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

久
留
倍
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
郡
衛
関
係
遺

構
（
図
2
）
　
は
、
A
地
区
の
柵
で
連
接
さ
れ

た
正
殿
・
脇
殿
（
高
二
棟
・
北
一
棟
確
認
）
・

八
間
門
・
南
北
楼
閣
か
ら
な
る
郡
庁
院
地
区

と
B
地
区
の
溝
で
囲
ま
れ
た
総
柱
式
掘
立
柱

建
物
一
六
棟
ほ
ど
の
倉
庫
で
構
成
さ
れ
た
正

倉
院
地
区
が
あ
る
。
ま
た
、
A
地
区
に
総
柱

式
掘
立
柱
建
物
の
倉
庫
や
C
地
区
に
長
大
な

掘
立
柱
建
物
の
ほ
か
、
D
・
E
地
区
で
長
大

な
掘
立
柱
建
物
群
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

正
倉
院
地
区
と
郡
庁
院
・
D
・
E
地
区

は
、
棟
方
向
を
や
や
異
に
す
る
が
、
八
脚
門

の
位
置
や
溝
の
途
切
れ
部
（
土
橋
）
　
が
い
ず

れ
も
東
側
に
あ
り
、
東
面
す
る
官
衛
配
置
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
古
代
の
官
衛
遺

構
は
、
宮
部
を
始
め
と
し
て
、
国
衛
・
郡
衛

の
ほ
と
ん
ど
が
南
面
す
る
の
か
普
通
で
あ
る

が
、
本
遺
跡
は
東
面
し
て
い
る
こ
と
と
南
北

楼
閣
を
も
つ
こ
と
が
最
大
の
特
色
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
朝
明
郡
の
特
性
と
東
側
を
走
る
古

道
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
C
・

D
・
E
地
区
の
長
大
な
建
物
は
、
四
〇
〇
人

の
騎
兵
で
前
後
を
守
ら
れ
た
聖
武
天
皇
の
巡

幸
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

時
期
的
に
は
、
I
期
（
八
世

紀
前
半
な
い
し
後
半
以
前
）
・

Ⅱ
期
①
　
（
八
世
紀
第
1
四
半

期
）
・
Ⅱ
期
②
　
（
八
世
紀
第
2

四
半
期
）
・
Ⅲ
期
①
～
③
　
（
八

世
紀
後
半
以
降
）
に
分
け
ら
れ
、

郡
庁
院
は
－
期
、
C
地
区
の
長

大
な
建
物
は
Ⅱ
期
、
正
倉
院
は

Ⅲ
期
①
～
②
に
属
す
る
と
さ

れ
、
土
地
利
用
の
変
遷
が
窺
わ

れ
る
。
な
お
、
郡
庁
院
地
区
は
、

遺
構
埋
土
の
掘
り
下
げ
が
行
わ

れ
て
い
な
い
の
で
、
時
期
は
未

確
定
で
あ
る
。

遺
物
に
は
、
須
恵
器
円
面
硯

一
点
と
転
用
硯
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
木
簡
は
未
検
出
で
、
墨

書
土
器
も
一
点
と
少
な
く
、
遺

物
面
か
ら
遺
跡
の
性
格
を
明
確

に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

整
然
と
配
さ
れ
た
大
規
模
な

倉
庫
群
（
正
倉
院
）
　
と
郡
庁
院
の
建
物
配
置

は
、
公
的
要
素
を
持
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ

く
、
朝
明
郡
衛
と
考
え
て
よ
い
。
た
だ
し
、

I
期
郡
庁
院
に
対
す
る
正
倉
院
、
Ⅲ
期
正
倉

院
に
対
す
る
都
庁
院
の
所
在
は
不
明
で
、
久

留
倍
遺
跡
の
未
掘
部
分
な
い
し
は
周
辺
部
に

埋
没
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
言
え
る
。

朝
明
郡
の
郡
司
は
、
『
後
拾
遺
往
生
伝
』

の
大
僧
正
良
源
　
（
比
叡
山
延
暦
寺
中
興
の
慈

恵
大
師
・
元
三
大
師
）
　
伝
に
、
延
長
六
年

（
九
二
八
）
、
良
源
と
伊
勢
国
朝
明
郡
領
船

木
良
兄
が
師
檀
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
が
記
さ
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れ
て
お
り
、
船
木
氏
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
垂
坂
観
音
寺
は
そ
の
因
縁
で
建
立
さ

れ
、
大
膳
寺
は
そ
の
直
弟
子
で
あ
る
覚
鐘
が

建
立
し
た
も
の
と
伝
え
て
お
り
、
船
木
氏
と

深
く
関
わ
る
寺
と
言
え
る
。

船
木
氏
は
、
天
平
二
〇
年
（
七
四
八
）
　
の

正
倉
院
文
書
に
も
、
「
船
木
臣
東
君
」
と
記

さ
れ
、
ま
た
式
内
社
耳
利
神
社
（
伊
坂
町
）
・

耳
常
神
社
（
下
の
宮
町
）
　
の
宮
司
も
、
江
戸

時
代
は
船
木
氏
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
船
木

氏
が
、
何
時
、
郡
司
に
任
じ
ら
れ
た
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
『
古
事
記
』
中
巻
・
神
武
天

皇
段
に
、
弟
の
「
神
八
井
耳
命
は
、
（
中
略
）

伊
勢
船
木
直
・
尾
張
丹
羽
臣
・
島
田
臣
等
の

祖
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
神
八
井
耳
命
の
子

孫
で
、
現
犬
山
市
付
近
に
盤
騙
し
た
丹
羽
氏

や
海
部
郡
美
和
町
付
近
に
盤
躇
し
た
島
田
氏

ら
と
と
も
に
、
朝
明
郡
訓
覇
郷
を
中
心
と
す

る
地
域
　
（
前
述
の
古
墳
時
代
遺
跡
の
分
布
か

ら
）
　
に
、
盤
顕
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
　
に
は
、
「
伊

西
国
船
木
」
　
に
、
「
大
八
島
の
国
、
天
の
下

に
日
の
神
を
出
だ
し
奉
る
船
木
の
遠
祖
、
大

田
田
の
神
」
　
の
子
孫
「
伊
瀬
川
比
古
乃
命
」

が
居
た
と
あ
り
、
『
古
事
記
』
　
の
氏
族
系
譜

と
は
異
な
る
が
、
こ
の
船
木
も
朝
明
郡
の
そ

れ
を
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
同
神
代
記
』
に
は
、
神
功
皇
后
の
時
に
、

船
司
・
津
司
を
任
じ
、
処
々
に
船
木
の
姓
を

賜
っ
た
と
あ
り
、
朝
明
郡
に
い
た
神
八
井
耳

命
の
子
孫
も
、
朝
明
潟
を
支
配
す
る
氏
族
と

し
て
、
船
司
・
津
司
に
任
じ
ら
れ
、
船
木
の

姓
を
賜
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
船

木
氏
は
「
日
の
神
を
出
だ
し
奉
る
」
　
（
太
陽

を
東
の
海
か
ら
船
に
乗
せ
て
大
入
島
国
へ
迎

え
た
）
　
と
い
う
祖
先
功
業
伝
承
に
よ
っ
て
、

建
郡
の
お
り
、
東
（
朝
）
　
か
ら
太
陽
（
日
の

出
）
　
を
迎
え
る
　
（
明
）
　
と
い
う
意
味
で
、

「
朝
明
郡
」
と
名
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

朝
明
郡
衛
が
、
東
面
す
る
の
も
、
郡
司
に
任

じ
ら
れ
た
船
木
氏
の
祖
先
功
業
伝
承
に
よ
っ

て
、
日
の
出
（
東
）
　
の
方
向
を
意
識
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
た
、
壬
申
の
乱
の

折
に
、
天
武
天
皇
が
朝
明
郡
の
遽
太
川
辺
で
、

天
照
大
神
　
（
日
の
神
・
太
陽
）
　
を
望
拝
さ
れ

た
こ
と
や
聖
武
天
皇
が
創
建
さ
れ
た
東
大
寺

に
、
三
重
圧
が
施
入
さ
れ
た
こ
と
と
も
深
く

関
わ
っ
て
い
る
。

壬
申
の
乱
の
道

『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
元
年
六
月
条
に

は
、
天
皇
が
吉
野
か
ら
伊
賀
を
抜
け
、
鈴
鹿

峠
を
越
え
て
、
三
重
郡
家
（
四
日
市
市
中
許

官
神
社
付
近
）
　
に
至
り
、
二
六
日
の
旦
　
（
日

の
出
）
　
に
、
朝
明
郡
遠
大
川
辺
で
、
天
照
大

神
を
望
拝
さ
れ
、
是
の
時
大
津
皇
子
が
追
い

着
き
、
大
変
喜
ば
れ
、
そ
の
後
朝
明
郡
家
に

至
り
、
こ
の
日
桑
名
郡
家
に
宿
さ
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

朝
明
郡
遽
大
川
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、

員
弁
川
説
・
朝
明
川
説
・
十
四
川
説
　
（
県

史
跡
指
定
）
・
糠
塚
山
説
・
米
洗
川
説
・
三

滝
川
説
な
ど
が
み
ら
れ
、
朝
明
川
を
通
説
と

し
て
い
た
が
、
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
　
の

「
東
大
寺
諸
国
庄
々
文
並
絵
図
等
目
録
車
中
」

（
東
大
寺
文
書
）
　
に
、
「
三
重
庄
　
絵
図
一

天
平
勝
宝
九
歳
四
至
　
諌
競
揮
上
浦
藷
翻
」
と

見
え
る
南
限
の
四
至
「
遠
河
」
よ
り
、
三
滝

川
に
比
定
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

ま
た
、
三
重
圧
は
北
限
の
四
至
「
河
多
良

河
」
が
　
「
阿
久
良
河
」
　
（
海
蔵
川
）
　
の
誤
り

と
見
ら
れ
、
三
滝
川
と
海
蔵
川
に
挟
ま
れ
た

地
域
に
比
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
『
神
風
鈴
』

な
ど
に
「
遠
保
御
厨
」
や
「
遠
保
芝
田
」
な

ど
の
地
名
が
見
え
る
が
、
三
重
庄
と
と
も
に
、

三
重
郡
に
所
在
し
、
『
日
本
書
紀
』
　
の
朝
明

郡
遽
大
川
と
す
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
点
で
、

確
説
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
三
滝
川
　
（
遠
河
）
　
は
、
古
く
は

下
流
で
海
蔵
川
に
合
流
し
て
お
り
、
合
流
後

の
海
蔵
川
を
遠
河
　
（
迩
太
川
）
　
と
称
し
、
条

里
地
割
の
方
向
か
ら
、
海
蔵
川
が
三
重
郡
と

朝
明
郡
の
郡
界
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
矛
盾
は
解
消
す
る
。
合
流
部
は
、
海
岸

に
沿
っ
て
平
行
す
る
三
条
の
浜
堤
の
上
の
浜

堤
　
（
第
一
浜
堤
）
　
に
当
た
り
、
三
重
圧
の
京

阪
の
四
至
「
布
沼
雪
上
埼
」
に
相
当
す
る
。

中
の
浜
堤
　
（
第
二
浜
堤
）
　
は
近
世
の
東
海
道

が
走
り
、
前
述
し
た
古
道
と
考
え
ら
れ
る
県

道
員
弁
四
日
市
線
が
分
岐
し
て
い
る
。
恐
ら

く
、
天
武
天
皇
が
天
照
大
神
を
望
拝
し
た
地

点
は
、
海
蔵
川
　
（
遽
大
川
）
　
の
こ
の
付
近
の

川
辺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
望
拝
の
意
味
も
、
天
武
天
皇

自
ら
天
候
を
見
て
占
い
を
す
る
こ
と
や
、
遽

太
川
に
着
く
ま
で
、
夜
中
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
、

非
常
に
寒
い
様
子
で
、
二
六
日
の
且
に
天
照

大
神
　
（
こ
こ
で
は
、
伊
勢
の
大
神
、
或
い
は

伊
勢
神
宮
と
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す

る
と
、
日
の
神
、
太
陽
そ
の
も
の
）
　
を
望
拝

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
日
の
出
に
よ
る
温
か

み
に
対
す
る
感
謝
の
念
と
船
木
氏
の
支
配
す

る
朝
明
郡
の
入
口
に
当
た
る
遽
大
川
で
日
の

出
を
迎
え
た
こ
と
を
天
の
働
き
と
読
ま
れ
、

天
照
大
神
に
戦
勝
祈
願
を
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
地
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
三
重
庄
東
隈
の
「
布
沼
雪
上
埼
」

は
難
訓
で
、
「
市
泥
埜
上
埼
」
　
の
誤
字
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
迩
太
川
辺
は
「
市
泥
埜
中
埼
」

に
当
た
り
、
聖
武
天
皇
の
北
伊
勢
巡
幸
の
折
、

丹
比
屋
主
真
人
が
思
（
四
）
泥
の
崎
を
詠
ん
だ

『
万
葉
集
』
の
歌
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

聖
武
天
皇
巡
幸
の
道

『
続
日
本
紀
』
天
平
一
二
年
（
七
四
〇
）

一
〇
月
二
六
日
条
に
は
、

大
将
軍
大
野
朝
臣
東
人
ら
に
勅
し
て
日

く
、
朕
、
患
う
と
こ
ろ
有
る
に
縁
り
て
、

今
月
の
末
、
暫
く
関
東
に
征
か
ん
と
す
。

其
の
時
に
あ
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
事
己
む

こ
と
能
わ
ず
。
将
軍
、
こ
れ
を
知
り
て
驚

き
惜
し
む
べ
か
ら
ず
。

と
あ
り
、
已
む
に
已
ま
れ
な
い
行
幸
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。

従
来
、
藤
原
広
嗣
の
乱
を
避
け
て
と
か
言

わ
れ
て
い
た
が
、
乱
を
避
け
て
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
平
城
京
か
ら
伊
賀
北
部
を
通
過
す

る
東
海
道
を
使
わ
ず
伊
賀
南
部
を
抜
け
て
一

志
郡
河
口
頓
宮
で
、
一
〇
日
間
滞
在
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
天
皇
自
ら
伊
勢
神

宮
へ
赴
き
広
嗣
の
乱
の
平
定
を
祈
り
、
ま
た

新
し
い
都
に
還
り
、
二
月
に
河
内
の
知
識
寺

近
畿
文
化
　
第
6
6
6
号
　
平
成
1
7
年
5
月
1
日
発
行
　
第
3
種
郵
便
物
認
可
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近
畿
文
化
　
第
6
6
6
号
　
平
成
1
7
年
5
月
1
日
発
行
　
第
3
種
郵
便
物
認
可

を
訪
れ
発
願
し
た
塵
遮
那
仏
の
道
立
を
祈
念

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

乱
鎮
圧
に
よ
っ
て
、
神
宮
へ
の
参
拝
（
神

宮
へ
参
拝
さ
れ
た
天
皇
は
、
明
治
天
皇
が
始

め
て
で
、
天
皇
は
神
宮
へ
参
拝
し
な
い
の
が

原
則
で
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
斎
王
が
任
じ

ら
れ
て
い
た
。
）
　
を
取
り
止
め
、
そ
の
後
は

曽
祖
父
に
あ
た
る
天
武
天
皇
東
下
向
の
道
を

辿
り
、
ま
た
遷
都
に
ふ
さ
わ
し
い
地
を
求
め
、

さ
ら
に
は
伯
母
元
正
天
皇
が
二
度
　
（
養
老

元
・
二
年
（
七
一
七
・
八
〉
）
　
訪
れ
ら
れ
た

養
老
の
滝
を
見
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
た
丹
比
屋
主
真

人
の
歌

後
に
し
人
を
偲
は
く
四
泥
の
崎
　
木
綿

取
り
垂
で
て
さ
き
く
と
ぞ
思
ふ

（
巻
第
六
－
一
〇
三
一
）

は
、
天
武
天
皇
東
下
向
の
後
を
辿
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
た
こ
と
を
窺
う
上
で
重
要
な

も
の
で
あ
る
。

こ
の
歌
に
は
、

右
を
案
ふ
る
に
、
こ
の
歌
は
こ
の
行
の

作
に
あ
ら
ぬ
か
。
然
い
ふ
所
以
は
、
大
夫

に
勅
し
て
、
河
口
の
行
宮
よ
り
京
に
還
ら

し
め
、
従
駕
せ
し
め
し
こ
と
な
し
。
何
そ

思
泥
の
崎
を
詠
め
て
歌
を
作
る
こ
と
あ
ら

む。
と
い
う
左
注
が
あ
り
、
従
来
の
研
究
で
は
、

鈴
鹿
の
赤
坂
頓
宮
で
叙
位
さ
れ
た
弟
の
家
主

の
歌
で
は
な
い
か
と
す
る
説
や
広
嗣
の
乱
で

不
穏
な
都
に
残
し
て
き
た
妻
の
こ
と
を
思
っ

て
詠
ん
だ
も
の
な
ど
と
す
る
説
も
あ
っ
た

が
、
屋
主
が
乱
平
定
後
に
勅
を
う
け
て
都
へ

帰
っ
た
こ
と
は
、
左
注
の
通
り
で
、
あ
ら
か

じ
め
四
泥
の
崎
の
故
事
に
因
ん
で
詠
む
こ
と

に
し
て
い
た
歌
を
、
『
万
葉
集
』
　
に
収
め
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
書
紀
』
に
は
、
天
武
天
皇
が
、
遽

大
川
　
（
四
泥
の
崎
）
　
で
天
照
大
神
を
望
拝
し

た
丁
度
そ
の
時
、
遅
れ
た
た
め
安
否
を
気
遣

っ
て
い
た
大
津
皇
子
が
追
い
つ
き
、
大
い
に

喜
ば
れ
た
と
あ
る
。
四
泥
の
崎
は
、
天
照
大

神
を
望
拝
し
た
時
に
、
木
綿
四
手
を
奉
げ
ら

れ
た
こ
と
に
因
む
地
名
で
、
屋
主
は
そ
の
事

を
知
っ
て
、
随
行
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
四
泥

の
崎
の
故
事
、
「
後
に
し
人
」
　
（
大
津
皇
子
）

を
偲
び
、
天
照
大
神
を
望
拝
し
て
「
さ
き
く

と
ぞ
思
わ
れ
た
」
　
こ
と
に
か
け
て
四
泥
の
崎

を
詠
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
奈
良
時
代
、
伊
勢
国
に
唯
一
設
け

ら
れ
た
東
大
寺
領
の
三
重
圧
は
、
天
武
天
皇

が
迩
大
川
　
（
遠
河
）
　
で
天
照
大
神
を
望
拝
さ

れ
た
こ
と
と
、
こ
の
聖
武
天
皇
の
巡
幸
が
、

大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

は
、
東
大
寺
塵
遮
那
仏
は
仏
教
教
理
で
日
輪

（
太
陽
）
　
と
さ
れ
、
皇
祖
神
天
照
大
神
（
太

陽
）
　
と
共
通
し
、
天
武
天
皇
の
聖
拝
と
聖
武

天
皇
巡
幸
に
縁
あ
る
地
と
し
て
、
伊
勢
国
司

か
ら
天
平
勝
宝
八
年
　
（
七
五
六
）
　
に
東
大
寺

へ
施
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
『
万
葉
集
』
　
に
見
え
る
大
伴
家
持

が
狭
残
行
宮
で
詠
ん
だ
歌
は
、
久
留
倍
遺
跡

北
東
の
大
矢
知
地
内
に
字
礫
井
や
下
さ
さ
ら

い
町
が
あ
り
、
ま
た
延
元
四
年
（
一
三
三
九
）

の
『
諸
国
御
厨
御
園
帳
』
に
「
佐
々
良
井
神
田
」
、

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
　
の
『
朝

明
郡
内
桑
名
藩
領
絵
図
』
　
（
図
1
）

に
「
大
ヤ
チ
出
郷
　
礫
井
」
と
あ

る
の
で
、
「
狭
残
」
　
の
地
名
に
関

わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら

く
、
郡
家
に
由
来
す
る
「
大
矢
知
」

の
吉
名
は
「
狭
残
」
で
、
出
郷
の

「
礫
井
」
は
大
矢
知
　
（
狭
残
）
　
村

が
、
朝
明
川
に
設
け
た
井
関
に
由

来
し
た
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
狭
残
行
宮
で
詠
ま
れ
た

御
食
つ
国
志
摩
の
海
人
な
ら
し

真
熊
野
の
小
船
に
乗
り
て
沖
へ

漕
ぐ
見
ゆ

（
『
万
葉
集
』
巻
第
六
－
一
〇
三
三
）

も
、
従
来
、
何
故
こ
の
地
で
詠
ま

れ
た
か
良
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
狭
残
行
宮
が
朝
明
郡
衛
で
、

久
留
倍
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
る
と

明
確
に
理
解
で
き
る
。
志
摩
国
は

水
田
可
耕
地
が
少
な
く
、
神
亀
二

年
（
七
二
五
）
　
に
伊
勢
国
と
尾
張

国
で
口
分
田
を
班
給
し
た
こ
と
が
見
え
、
恐

ら
く
朝
明
川
流
域
で
も
志
摩
国
口
分
田
が
班

給
さ
れ
、
同
国
百
姓
は
租
税
の
稲
を
、
朝

明
川
を
利
用
し
て
朝
明
郡
の
正
倉
（
久
留
倍

遺
跡
）
　
に
搬
入
し
、
収
穫
稲
を
内
湾
す
る
朝

明
潟
よ
り
船
で
志
摩
国
へ
運
ん
だ
と
考
え
ら

れ
、
大
伴
家
持
は
そ
の
様
子
を
、
高
台
に
あ

る
久
留
倍
遺
跡
　
（
狭
残
行
宮
）
　
か
ら
詠
ん
だ

も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
壬
申
の
乱
お
よ
び
聖
武
天
皇
北
伊

勢
巡
幸
の
道
に
関
わ
っ
て
見
て
き
た
。
現
在
、

久
留
倍
遺
跡
は
地
元
及
び
四
日
市
市
の
努
力

に
よ
り
、
道
路
の
高
架
化
で
遺
構
を
保
有
し
、

国
史
跡
の
指
定
を
受
け
る
方
向
で
、
新
た
に

保
存
と
活
用
が
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

な
お
、
本
論
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、

皇
撃
館
大
学
史
料
編
纂
所
所
報
『
史
料
』
一

九
一
一
九
二
号
掲
載
の
拙
論
「
壬
申
の
乱

及
び
聖
武
天
皇
伊
勢
巡
幸
と
北
伊
勢
－
朝
明

郡
家
跡
の
発
見
を
契
機
と
し
て
－
」
上
・
下

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
皇
学
館
大
学
教
授
）


